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たけとよベビー応援金（出産・子育て応援事業）

2/7（火）に開会した臨時会と

3/2（木）に開会した定例会で決定！

妊娠期から出産・子育てまで一貫した

相談支援の充実と、出産育児関連用品

の購入や子育て支援サービスの利用負担

軽減のため経済的支援を行います。

妊婦一人につき５万円

出生した子一人につき５万円

出産育児をしている保護者が、

困っていることや必要としている

ことを、支援できる体制が武豊町

に整っているのでしょうか。

保護者のリアルな声を聞きました。

子育て支援に何を求める？
詳しくはこちら
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あなたが求める子育て支援は？
3歳未満のお子様がみえるお父さんお母さんにインタビューしました

障がいのある子ど

もがいる母親でも、

子どもを預けて働

きたい。

子どもが病気にな

っても、安心して

預けられる病児保

育が欲しい。

外国にルーツのあ

る子どもが笑顔で

暮らせるようにし

てほしい。

歩道や公共施設で、

双子ベビーカーが

通れる広さが欲し

い。

24時間いつでも、

気軽に子育ての相

談ができるように

して欲しい。

子ども連れで楽し

める地域イベント

を、もっと増やし

て欲しい。

土日や長期の休み

でも、子どもを預

かってくれる保育

園が欲しいです。

野球や自転車で、

のびのびと遊べる

広い公園が欲しい

です。

公共施設に（男子

トイレにも）おむ

つ替えスペースを

充実させてほしい。

みなさん
の声を聞いてみました

身近な議員に気軽に意見をお寄せください。

引き続きこのようなアンケート企画を行います。
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計
画
策
定
・
公
表

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果
公
表

提
出
さ
れ
た
意
見
が
計
画
に
生
か
せ

る
か
検
討
し
、
町
と
し
て
の
考
え
を

ま
と
め
る

意
見
募
集

計
画
の
素
案
が
完
成

町
の
計
画
は
こ
の
よ
う
に
作
ら
れ
ま
す
！

（
３
月
計
画
策
定
の
場
合
）

３月下旬 ３月上旬 2 月上旬 1 月中旬 12 月上旬

◀◀◀ ◀◀◀ ◀◀◀ ◀◀◀

※計画によって各項目に要する期間や時期が異なります。

パブリック
コメントを

ご存知ですか？
パブリックコメントとは、町の計画や条例の素案に

住民の皆さんが意見を提出できる制度です。

素案は広報やホームページで公表され

意見募集が始まります。

しかし、住民のみなさんには十分に

浸透していない状況となっています。
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知っている人は  約15％

パブリックコメント
募集情報について

知っている

15.5％

知らない

84.5％

２００人に聞いてみました

あなたは

　　知っていますか？

議会だよりの委員が町内の各施設にて

200人にアンケートを行いました。

ご協力いただいた皆さま

ありがとうございました！

住民の声を行政へ届けるためには
町が基本的な政策や制度を定める計画や条例を
決める際に、パブリックコメント制度を採用し、
町民の意見を案に取り入れることが大変重要で
あると考えます。
多くの意見が町政に反映されるよう、議会から
も改善の提言をしていきます。

▼第４期武豊町特定健康診査等実施計画
　　　　　　　　　　　　　（保険医療課）

▼第７期武豊町障がい福祉計画・
　第３期武豊町障がい児福祉計画（福祉課）

今年度の募集予定
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耐震水道管で一歩前進！

小中学校体育館にエアコンが！

第 1 南分団、待望の移転！

子育て支援施設に大型予算！01

03 04

02

令和５年　第１回　定例会
３月２日(木)～２２日(水)

新年度予算に
　　　ついて審議！

予算総額

273億3844万9千円
（特別会計などを含む）

予算の注目事業は？議会セレクト！

移転前の詰所



議会たけとよ   No.183  2023年5月1日発行7

子育て支援施設に大型予算！

4 億 1058 万 6 千円

小中学校体育館にエアコンが！

10 億 3789 万 4 千円

（町負担　75．3％、国補助金　24.7％）

　東大高保育園・あおぞら園の施設老朽化のため、

建て替えます。

　あおぞら園は障がい児支援の充実を図るため、

0～ 18 歳までに対応した児童発達支援センター

にリニューアルします。

　小・中学校の特別教室（音楽室・理科室など）

95 か所と体育館の空調設備を設置します。

　体育館および武道場の空調設備には、災害時に

備えた自衛的燃料備蓄推進事業として国の補助金

を活用し、プロパンガスを熱源とします。

01

02

・開設予定

　保育園・児童発達支援センター　令和 7年 4月

総額 16 億 9641 万円

※令和３年～６年の継続事業の予算総額

完成イメージ図

避難所となる富貴小学校体育館

　議員Ｑ  こんな質問をしました

・想定されるランニングコストは？

・定期点検のスケジュールと費用は？

・プロパンガスの管理と安全対策は？
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第１南分団、待望の移転！
5376 万 8 千円

耐震水道管で一歩前進！
1 億 6093 万円

（町負担　78．8％、県補助金　21.2％）

　消火活動をしっかりと済ませ、後はゆっくりと

休める詰所に。

　現在の分団詰所は、旧農業集落排水原田浄化セ

ンター跡地に新築移転します。

　もしも災害が起こった場合、避難所や医療機関

などに優先して水が使えるようにしなければいけ

ません。

03

04

　しかし、町内には古い管や地震に弱い管が多く、

災害時には水が出ない恐れがあります。

　本町では、そのような重要給水施設までの水道

管を地震に強い水道管に入れ替える工事を進めて

おり、令和５年度は、県道半田環状線（天神前地

区・砂川地区）での工事を予定しております。

完成が楽しみな第１南分団詰所

地震でも安心　耐震化工事

　移転の理由

　・騒音問題

　・駐車場の確保

　・武豊支署の移転による

　　活動区分の見直し
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町議会の討論は、お互いに議論を交わし

合うことではありません。議案に対して

賛否の理由を述べることにより、自分の

意見に賛成・同調することを他の議員に

求めることです。

こんな意見が出ました！

討論
～ 令和５年度の予算について～

一般会計予算
町の基本的な行政サービスに使う予算のことです。（教育・福祉、道路など）

賛成討論 反対討論

全文掲載

　大幅な増収があり、大型予算となった

が、その大部分は大型の建設、設備の設

置、撤去工事などで消化される。

　保育園の保育料の無償化をされたい。

無償化が困難ならば、生活困窮家庭の減

免可能な予算を求める。

　小中学校給食費の無償化を求める。憲

法の義務教育費は無償。給食は食育とい

う観点から無償化予算を計上されたい。

　国民健康保険税の均等割減免に必要な

原資を一般会計からの繰り入れをされた

い。

　産業立地奨励金の廃止。知多地域地方

税滞納整理機構からの脱退を求める。

　被保険者数の減少に伴う減収。県補助金の減収がある。被保険者の努力によって療養諸費、高

額療養費は下がっている。

　しかし、保険事業費納付金の医療給付費は増えている。このことは、被保険者一人当たりの医

療費は減少しているが、被保険者１人分の保険料は引き上げられることになり、保険料の引き上

げにつながる制度に問題がある。

　均等割減免について税の大原則である、収入の少ない人には課税しない、累進課税の原則で徴

収すべきである。

　予算総額は過去最大であり ｢安全 ･ 安

心｣ ｢脱炭素｣ ｢福祉 ･子育て｣ ｢教育｣

「インフラ整備」など、バランスのとれ

た内容です。特に消防団第一南分団詰所

の新築移転事業、半田消防署武豊支署の

移転事業、三世代同居等促進の補助金、

子ども医療費助成事業の対象者拡大、小・

中学校の特別教室、屋内運動場などの空

調設備設置工事、学校給食センター整備

事業、東大高保育園・あおぞら園の整備

事業など、中長期財政計画を精査しなが

ら、持続可能な財政運営を基軸にした将

来を見据えた、積極的な予算であると判

断しました。

国民健康保険事業特別会計予算
特定の事業を行う時に一般会計とは区別して経理する必要のある予算のことです。

＜議員提出議案第１号＞ 武豊町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について

みらい
久 野 　勇

日本共産党議員団
梶 田 　進

条例を制定しました
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会　派　名 みらい きずな 政和クラブ
日本共産
党議員団

公明党
議員団

無会
派

令和５年
第１回定例会

久
野　
　

勇

櫻
井　

雅
美

福
本　

貴
久

森
田　

義
弘

青
木　

宏
和

青
木　

信
哉

鈴
木　

一
也

石
原　

壽
朗

南　
　

賢
治

石
川　

義
治

大
岩　
　

保

野
田　

佳
延

梶
田　
　

進

鳥
居　

美
和

甲
斐
百
合
子

本
村　
　

強

採
決
結
果

令
和
５
年
度

予
算

一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
長

○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 可

国民健康保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 可

後期高齢者医療特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 可

個人情報の保護に関する法律施行条例の制定に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 可

情報公開・個人情報保護審査会条例の制定につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 可

議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 可

町長、副町長の給与に関する条例の一部改正に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 可

教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤
務条件及び職務専念義務の特例に関する条例の
一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 可

国民健康保険税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 可

議員提出議案　議会の個人情報の保護に関する
条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 可

　○：賛成　●：反対　－：欠席　議長は採決に加わりません。

2　地域振興券事業をチェック！

・予算では 4万 4千人を想定

　　対象者数確定により 765 人分減

・指名競争入札による事業費の確定

　　202 万 7 千円減

△ 585 万 2 千円

令和4年度  補正予算
年度途中に過不足が生じた場合に編成する予算です!

採決結果で意見が分かれた議案

1　いつまで続く？！ 電気代高騰

役場庁舎、町民会館などの関連施設においても、

なお、電気代・ガス代の高騰が続いています。

早く、物価安定の時が来ますように。

729 万 1 千円

他の議案の採決結果

～「補正予算」には「減額補正」があります！～

工事請負額が低かった場合や、物品の購入額が

予定より安かった場合には、予算額を減額しま

す。これを「減額補正」といいます。

想定より安く契約できました
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武豊剣友会とは。—————————
昭和53年に発足しました。仲間たちと剣道を通して、心、

技、体を学びながら人間形成を目的に切磋琢磨するため

に立ち上げました。子どもたちには「明るく元気に、礼

儀正しく」をモットーに45年間代表として指導していま

す。

毎週火曜日と金曜日、午後７時から９時半まで、武豊中

学校と衣浦小学校体育館で稽古に励んでいます。

子どもたちへの思いは。—————————
子どもたちが可愛くて仕方がありません。いずれ立派な

人間に、そして立派な剣道の指導者になってほしいです。

小さい頃から指導した教え子が、現在は子どもたちの指

導者として会に参加してくれていることが嬉しいです。

今後の活動は。—————
剣道の指導者として活動を続けていきたいです。

スポーツの多様化や少子化により、富貴中学校の剣道部

が廃部となり、武豊町では剣友会が唯一の剣道クラブと

なってしまいました。

武豊町剣友会剣道部は年齢、男女問わずどなたでも入会

できます。メンバーには80歳の方もみえ、年齢に応じて

生涯剣道として無理なくできます。

一度、剣（竹刀）を持って振ってみてください

かつての教え子で、現在指導者をしている

千
ち

種
くさ

　健
けん

策
さく

さん

「昔は、とても怖かったです。怖くて、怖くて。

　今はとても優しいです。」

—— 興梠 美津明さん
Korogi Mitsuaki 

熊本県生まれ。70歳

剣道歴55年　教士７段　武豊剣友会会長

尾南剣道連盟常任理事

18歳で熊本県から武豊町へ

Vol.12
～ 町民インタビュー ～

武豊とわたし

剣一筋！剣道を通し心技体！
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Q
本
町
の
人
口
減
少
に
対
し
て

の
考
え
は
。

Ａ
人
口
減
少
の
波
は
、
本
町
に

お
い
て
も
避
け
ら
れ
な
い
状
況
。

「
第
６
次
武
豊
町
総
合
計
画
」
に

掲
げ
る
目
標
人
口
４
３
，
７
０
０

人
の
維
持
を
目
指
し
て
い
く
。

Q
公
共
施
設
再
構
築
に
対
す
る

考
え
は
。

Ａ
大
規
模
修
繕
だ
け
で
は
な
く
、

施
設
の
複
合
化
や
統
合
を
含
め

た
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
令
和
５
年
度
に
は
、

「
武
豊
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
の
見
直
し
を
行
う
。
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
の
可
能

性
も
視
野
に
、
公
共
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
事
業
の
効
率
化

を
目
指
し
て
い
く
。

Q
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
考
え
は
。

Ａ
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
防
災
施
策
を
進
め
る
こ
と
で

災
害
に
強
く
、
安
全
・
安
心
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い

く
。

Q
10
年
、
20
年
先
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
へ
の
考
え
は
。

Ａ
将
来
を
見
据
え
た
各
種
計
画

の
具
現
化
に
努
め
、
一
人
で
も

多
く
の
人
に
「
住
み
よ
い
か
ら
、

住
み
た
い
ま
ち
」
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
皆
様
の
声
に
耳

を
傾
け
、
あ
る
べ
き
ま
ち
の
姿

を
追
求
し
て
い
く
。

Q １０年、２０年先のまちは

A  「住みたいまち」へ

全ての町民の皆様が幸

せに暮らしていけるこ

とを願って。

会
派
代
表

今
、
こ
れ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問

質
問
に
は
会
派
代
表
の
質
問
と
、
個
人
の
質
問
が
あ
り
ま
す
。

３月６日・８日

14人の議員が質問

テレビで議会を観てみませんか？

ケーブルテレビCCNC

6/10(土) ・ 24(土)　午前9時から

放送予定！

議会を傍聴できます！

どなたでも傍聴可能です。

2階の議場の入り口にて

受付をしております。

お気軽にお越しください。

傍聴のご案内

手話通訳者 ・要約筆記者の申請方法も掲載しております。

次回の議会は…

6/2(金)　午前9時から開会予定！

6月定例会への請願 ・陳情の提出

期限は5/25(木)まで！

みらい
森田　義弘
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Q 新年度予算の町長のおもいは

A  町民の心が温まるような予算

Q 名鉄を高架にする考えは

A  引き続き調査・研究していく

増収分を有効活用し、

勢いよく、まちが発展

していくことを期待。

武豊北インターチェン

ジ（仮称）が供用開始

されれば、さらに渋滞

することが予測される。

Q
本
町
で
渋
滞
が
確
認
さ
れ
て

い
る
場
所
は
。

Ａ
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
個
所
は
、11
か
所
あ
る
。

　

交
差
点
と
し
て
、
前
田
交
差

点
、
上
ゲ
駅
北
交
差
点
、
武
豊

平
井
畑
交
差
点
、
堀
川
新
橋
北

交
差
点
、
富
貴
駅
東
交
差
点
で

あ
る
。

　

次
に
、
名
鉄
河
和
線
の
踏
切

部
で
、
２
級
河
川
石
川
北
の
踏

切
、
上
ゲ
駅
北
の
踏
切
、
知
多

武
豊
駅
北
の
踏
切
、
富
貴
駅
南

の
踏
切
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
Ｊ
Ｒ
線
の
踏
切
部

で
、
前
田
交
差
点
の
東
の
踏
切
、

石
川
病
院
前
の
踏
切
で
あ
る
。

Q
渋
滞
対
策
と
し
て
、
知
多
武

豊
駅
か
ら
２
級
河
川
石
川
北
ま

で
名
鉄
を
高
架
に
す
る
考
え
は
。

Ａ
武
豊
町
で
鉄
道
高
架
事
業
を

実
施
す
る
場
合
、
愛
知
県
が
事

業
主
体
と
な
り
実
施
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

愛
知
県
に
よ
る
事
業
実
績
と

し
て
は
11
か
所
あ
り
、
そ
の
す

べ
て
が
町
で
は
な
く
市
の
区
域

と
な
っ
て
お
り
、
事
業
化
さ
れ

る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
再
編
、

維
持
管
理
や
老
朽
化
へ
の
対
策

費
用
、
更
に
は
各
種
扶
助
費
の

増
加
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
全
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

鉄
道
高
架
事
業
の
、
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
は
認
識
し
て
お
り
、

今
後
も
引
き
続
き
、
調
査
・
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Q
町
長
の
新
年
度
予
算
に
つ
い

て
の
お
も
い
は
。

Ａ
令
和
５
年
度
は
「
誰
一
人
取

り
残
す
こ
と
の
な
い
」
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
精
神
を
基
軸
と
し
て
、
第

６
次
総
合
計
画
を
具
現
化
す
る

た
め
の
予
算
編
成
と
し
た
。

　

令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

「
勢
」
に
込
め
た
想
い
と
し
て

町
民
の
皆
様
の
絆
が
勢
い
よ
く

深
ま
り
、
生
活
や
活
動
が
生
気

に
満
ち
、
安
定
・
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
の

想
い
。

　

ま
た
「
安
全
・
安
心
」「
環
境
」

「
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
暮
ら
し
や

す
さ
の
向
上
」
「
定
住
先
と
し

て
選
択
さ
れ
る
ま
ち
」
そ
し
て

「
絆
予
算
」
の
５
点
の
施
策
を

通
し
て
「
地
域
の
絆
」
が
深
ま

り
「
町
民
の
心
」
が
温
ま
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
気
持
ち
を
込
め

た
予
算
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

今
後
も
、
刻
一
刻
と
変
化
す

る
社
会
経
済
情
勢
に
注
視
し
、

住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、

新
規
の
事
業
の
必
要
性
や
着
手

時
期
を
慎
重
に
見
極
め
、
資
金

調
達
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
工

夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に

わ
た
り
、
安
定
的
な
財
政
運
営

を
堅
持
し
て
い
く
。

　

そ
し
て
、
ま
ち
の
将
来
像
で

あ
る
「
心
つ
な
ぎ
み
ん
な
で
つ

く
る
ス
マ
イ
ル
タ
ウ
ン
」
の
具

現
化
に
向
け
て
、
各
種
の
施
策

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
。

政和クラブ
大　岩　　保

▲渋滞時の名鉄上ゲ駅周辺

会
派
代
表

きずな
青木　宏和
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公明党議員団
甲斐百合子

会
派
代
表

Q 多賀授産所の建替えの考えは

A  前向きに検討する

Q 保育料・給食費の無償化を

A  現行どおり進める

厚生労働省は「親亡き

後」障がい者が安心し

て生活できる支援体制

の構築を行っている。

少子化が進み、ついに

年間出生数が８０万人

を切ってしまった。

　

岸
田
文
雄
首
相
は
「
施
政
方

針
」
演
説
で
、
い
ま
取
り
組
む

べ
き
重
要
課
題
と
し
て
、
軍
備

の
増
強
と
少
子
化
対
策
を
強
調

し
た
。

　

軍
事
費
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
に
計
画
を
示
し
た
が
、
少
子

化
に
つ
い
て
は
、
具
体
策
を
示

さ
ず
、
６
月
の｢

骨
太
方
針｣

ま

で
に
示
す
と
し
た
。

　

国
が
行
わ
な
け
れ
ば
、
住
民

福
祉
の
観
点
か
ら
自
治
体
が
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

Q
園
児
を
対
象
と
し
た
、
保
育

料
、
主
食
費
、
給
食
費
の
無
償

化
ま
た
は
減
額
を
求
め
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ
保
育
園
の
保
育
料
・
主
食
費

な
ど
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

国
の
基
準
に
基
づ
い
て
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
国
の
基
準
を

継
続
し
て
い
く
。

Q
現
在
、
４
・
５
歳
児
は
、
園

児
30
人
に
１
人
の
保
育
士
、
３

歳
児
は
園
児
20
人
に
１
人
の
保

育
士
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
行
の
定
員
で
は
安
全
性
が

確
保
さ
れ
な
い
。
定
員
を
削
減

さ
れ
た
い
。

Ａ
園
児
数
の
減
少
が
続
い
て
お

り
、
国
の
基
準
よ
り
保
育
士
は

手
厚
く
配
置
さ
れ
て
い
る
。
現

行
の
基
準
を
維
持
す
る
。

Q
多
賀
授
産
所
の
老
朽
化
や
ト

イ
レ
不
足
な
ど
、
現
状
を
ど
の

よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
多
賀
授
産
所
は
、
昭
和
58
年

に
開
所
し
、
築
40
年
が
経
過
し

て
い
る
。
老
朽
化
に
よ
る
不
具

合
に
つ
い
て
は
、
修
繕
工
事
な

ど
随
時
対
応
し
て
い
る
。
ト
イ

レ
の
不
足
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
に
合
わ
せ
る
形
で
充
実
を
図

る
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

Q
障
が
い
事
業
所
が
緊
急
時
の

受
入
れ
先
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
中
、
多
賀
授
産
所
の
設
備

を
整
備
す
る
お
考
え
は
。

Ａ
指
定
管
理
者
の
意
向
も
踏
ま

え
、
必
要
な
設
備
を
把
握
し
な

が
ら
、
順
次
整
備
に
向
け
た
調

整
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

Q
身
体
障
が
い
者
対
象
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
少
な
い
理
由

は
何
か
。

Ａ
多
数
の
方
が
集
ま
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
は
、
障
が
い
の
状

況
に
合
わ
せ
た
施
設
の
配
慮
が

難
し
い
。

Q
身
体
障
が
い
の
あ
る
方
が
安

心
し
て
地
域
で
生
活
で
き
る
支

援
は
、
何
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
必
要
に
応
じ
て
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
に
よ
る
家
事
援
助
や
入

浴
・
排
泄
・
食
事
介
助
。
住
宅

改
修
の
費
用
助
成
。
相
談
支
援

専
門
員
が
希
望
や
状
況
に
適
し

た
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

日本共産党議員団
梶　田　　進

▲整備が望まれる多賀授産所
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無会派
本　村　　強

Q
認
知
症
支
援
体
制
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

Ａ
認
知
症
の
正
し
い
理
解
を
よ

り
広
く
地
域
の
方
に
伝
え
る
た

め
９
月
頃
に
大
規
模
な
講
演
会

の
開
催
を
考
え
て
い
る
。
講
師

と
し
て
、
認
知
症
の
当
事
者
で
、

愛
知
県
か
ら
任
命
さ
れ
た
「
愛

知
県
認
知
症
希
望
大
使
」
を
要

望
す
る
予
定
。「
認
知
症
と
と
も

に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

Q
認
知
症
迷
い
人
Ｓ
Ｏ
Ｓ
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用
は
。

Ａ
令
和
５
年
度
予
定
の
「
迷
い

人
捜
索
訓
練
」
で
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
の
協
力
も
検

討
し
た
い
。

Q
阿
久
比
町
で
は
「
お
か
え
り

サ
ポ
ー
ト
シ
ー
ル
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
特
徴
や
緊

急
連
絡
先
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
し

た
シ
ー
ル
を
配
布
。
シ
ー
ル
を

衣
服
や
杖
な
ど
に
貼
る
こ
と
で
、

迷
い
人
が
発
見
さ
れ
た
時
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
発
見

者
と
家
族
が
連
絡
を
取
り
合
う

こ
と
が
で
き
る
。
本
町
で
は
見

守
り
シ
ー
ル
を
導
入
す
る
考
え

は
。

Ａ
「
迷
い
人
捜
索
訓
練
」
な
ど

に
お
い
て
、
捜
索
の
流
れ
な
ど

を
確
認
し
な
が
ら
、
合
わ
せ
て

シ
ー
ル
の
導
入
も
検
討
を
進
め

た
い
と
、
考
え
て
い
る
。

　

諸
物
価
高
騰
の
中
、
高
齢
者

を
は
じ
め
、
子
育
て
世
帯
な
ど

多
く
の
住
民
が
悲
鳴
を
上
げ
て

い
る
。

Q
今
後
も
物
価
高
騰
が
予
想
さ

れ
る
中
で
、
町
独
自
の
次
の
施

策
は
。

Ａ
①
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
策

と
し
て
学
校
給
食
費
の
材
料
費

高
騰
分
の
支
援
。（
材
料
費
高
騰

に
伴
う
値
上
げ
分
は
町
で
負
担
）

②
営
農
者
へ
の
支
援
と
し
て
、

高
騰
が
続
く
農
業
生
産
資
材
に

係
る
経
費
の
一
部
を
支
援
。

Q
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
は
検

討
さ
れ
た
の
か
。

Ａ
今
後
の
情
勢
の
変
化
に
応
じ

た
支
援
を
判
断
し
て
い
く
。

Q
先
に
行
っ
た
小
中
学
校
給
食

費
の
３
か
月
間
無
償
化
は
大
変

喜
ば
れ
た
施
策
で
あ
っ
た
。
物

価
高
騰
が
続
く
中
、
し
ば
ら
く

継
続
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
給

食
費
材
料
に
お
け
る
物
価
高
騰

分
の
公
費
負
担
お
よ
び
無
償
化

を
実
施
し
た
が
、
単
独
で
は
大

き
な
財
政
負
担
と
な
る
。
令
和

５
年
度
予
算
で
は
、
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
給
食
費
の
値
上
げ
を
し

な
い
よ
う
に
高
騰
分
を
公
費
負

担
と
し
て
予
算
計
上
し
て
い
る
。

Q 迷い人捜索に見守りシールは

A  シールの導入について検討

Q 高齢者への支援が大事な視点

A  社会情勢に応じた支援を判断

物価高騰が継続中の

今、高齢者への経済的

支援と、小中学校給食

費に再無償化支援を！

認知症に伴う行方不明

を防ぎ、安心して暮ら

せる地域づくりは重要

なまちづくりのひとつ!

▲高騰している給食材料

個
人
質
問

公明党議員団
鳥居　美和
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Q
適
応
指
導
教
室
の
利
用
を
希

望
し
た
保
護
者
か
ら
、
設
置
し

て
い
な
い
学
校
が
あ
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
対

応
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
本
町
で
は
学
校
内
、
学
校
外

に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
学
校
内
の
指
導
員

は
、
２
中
学
校
に
１
名
ず
つ
、

小
学
校
に
１
名
が
４
小
学
校
を

巡
回
し
て
い
る
。

　

指
導
員
が
巡
回
し
な
い
日
は
、

時
間
割
が
空
い
て
い
る
教
員
や

校
長
を
含
む
４
役
が
対
応
し
て

い
る
。

　

今
後
４
小
学
校
す
べ
て
に
お

い
て
必
要
性
が
増
し
、
１
名
の

対
応
で
は
困
難
が
予
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
５
年
度
中

の
早
い
時
期
に
、
適
切
な
対
応

が
と
れ
る
よ
う
、
前
向
き
に
検

討
す
る
。

Q
令
和
５
年
度
の
予
算
に
は
計

上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
補
正
予

算
で
対
応
す
る
と
い
う
認
識
で

よ
ろ
し
い
で
す
か
。

Ａ
そ
の
よ
う
に
対
応
す
る
。

Q
不
登
校
児
が
自
宅
で
Ｉ
Ｔ
な

ど
を
活
用
し
て
行
っ
た
学
習
活

動
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

場
合
、
出
席
扱
い
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
ま
す
か
。

Ａ
調
べ
た
と
こ
ろ
、
町
外
で
は

出
席
扱
い
に
し
て
い
る
事
例
も

あ
る
と
お
聞
き
し
て
い
る
。
で

き
る
限
り
柔
軟
に
対
応
し
て
い

く
。

Q 適応指導教室の設置状況は

A  指導員の増員を検討する

指導員不足のため適応

指導教室のない学校が

ある。増員して対応し

てほしい！

Q
区
お
よ
び
加
入
し
て
い
る
世

帯
へ
、
町
か
ら
の
支
援
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

Ａ
区
に
対
し
て
の
支
援
と
し
て
、

令
和
３
年
度
か
ら
各
区
に
、
役

場
事
務
委
託
料
の
世
帯
割
り
額

の
増
額
、
ま
た
ゴ
ミ
集
積
所
の

管
理
活
動
報
償
金
の
交
付
を
し

て
い
る
。
加
入
世
帯
に
対
し
て

は
「
資
源
用
指
定
ご
み
袋
」
の

配
布
を
し
て
い
る
。

　

区
独
自
の
活
動
に
対
す
る
補

助
金
な
ど
と
し
て
、
自
主
防
災

活
動
事
業
補
助
金
、
地
区
公
民

館
等
補
助
金
、
地
区
公
民
館
等

施
設
整
備
補
助
金
、
文
化
財
補

助
金
、子
供
の
遊
び
場
補
助
金
、

地
域
活
動
推
進
交
付
金
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

Q
区
へ
の
加
入
を
促
進
す
る
た

め
に
、
町
と
し
て
で
き
る
打
開

策
は
。

Ａ
令
和
５
年
度
か
ら
新
た
に

「
三
世
代
同
居
等
促
進
補
助
金
」

を
創
設
し
、
区
へ
の
加
入
の
促

進
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
・
介
護
に
お
け
る
負
担

や
不
安
を
軽
減
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
三
世
代
同
居
や
三
世

代
近
居
を
し
よ
う
と
す
る
世
帯

を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
子

育
て
世
代
の
定
住
と
地
域
活
性

化
を
図
る
た
め
の
事
業
と
し
て
、

（
補
助
限
度
額
を
30
万
円
）区
へ

の
加
入
を
補
助
要
件
と
す
る
こ

と
で
、
区
加
入
へ
の
誘
導
策
と

す
る
。

Q 区への加入促進の打開策は

A  新たに補助制度を創設する

区の活動が活発になる

ことにより、ひいては

武豊町の更なる発展に

も繋がる。

個
人
質
問

みらい
福本　貴久

みらい
櫻井　雅美
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Q
武
豊
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
仮
称
、以
下
武
豊
北
イ
ン
タ
ー
）

の
進
捗
状
況
、
ま
た
供
用
開
始

時
期
は
い
つ
頃
に
な
る
か
。

Ａ
令
和
５
年
１
月
末
時
点
の
工

事
の
進
捗
率
は
、
事
業
費
ベ
ー

ス
で
58
％
。
供
用
開
始
時
期

は
、
令
和
５
年
３
月
末
の
予
定

か
ら
、
用
地
取
得
の
遅
れ
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、 

令
和
６
年
８

月
末
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

Q
武
豊
北
イ
ン
タ
ー
の
開
業
に

あ
た
り
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
・
町
北
部
地
域
を
は
じ
め
、

本
町
全
体
に
お
い
て
広
域
交
通

の
利
便
性
が
向
上
す
る
。

・
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地

域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
ま
る

こ
と
で
、
都
市
的
土
地
利
用
等

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

・
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地

域
だ
け
で
な
く
、
接
続
す
る
幹

線
道
路
の
沿
線
な
ど
に
お
い
て
、

新
た
な
土
地
利
用
が
図
ら
れ
、

地
域
が
活
性
化
す
る
こ
と
で
、 

大
き
な
経
済
効
果
に
繋
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
る
。

Q
周
辺
道
路
へ
の
渋
滞
対
策
は
。

Ａ
渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
交
差
点

３
箇
所
に
右
折
矢
印
信
号
の
設

置
を
、
愛
知
県
公
安
委
員
会
及

び
半
田
警
察
署
長
へ
武
豊
北
イ

ン
タ
ー
の
供
用
開
始
ま
で
に
設

置
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

Q
高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
は
、

ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る

か
。

Ａ
見
守
り
を
兼
ね
た
、
ご
み
収

集
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
高
齢

者
世
帯
見
守
り
収
集
支
援
事
業
」

が
あ
る
。
対
象
は
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
う
ち
、
ご
み
出
し
が
困
難

な
家
庭
。
令
和
５
年
２
月
末
現

在
の
利
用
数
は
42
世
帯
あ
り
、

収
集
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
依
頼
し
て
い
る
。

Q
ご
み
の
分
別
が
理
解
で
き
な

い
方
へ
の
対
応
は
。

Ａ
認
知
機
能
の
低
下
な
ど
で
、

ご
み
の
分
別
が
不
安
な
高
齢
者

世
帯
に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
お
身
体
の
状
態
や
生

活
環
境
な
ど
を
伺
い
、
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
案
内
し
て
い
る
。

介
護
保
険
な
ど
で
は
、
ヘ
ル
パ

ー
に
よ
り
、
ま
た
「
た
け
と
よ

く
ら
し
応
援
隊
」
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
分
別
の
ご

み
出
し
を
、
お
手
伝
い
し
て
い

る
。

Q
自
宅
へ
の
戸
別
収
集
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

Ａ
ご
み
出
し
が
、
地
域
、
特
に

高
齢
者
の
安
否
確
認
や
会
話
の

機
会
に
な
っ
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。

　

今
後
、
本
町
の
実
情
に
適
し

た
、
ご
み
の
収
集
体
制
に
つ
い

て
、
先
進
自
治
体
の
状
況
も
合

わ
せ
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Q 武豊北インター供用開始は

A  令和 6 年 8 月末を目標 !!

Q 高齢者へのごみ出し支援は

A  福祉的な支援をしている きずな
鈴木　一也

高齢化社会が進み、高

齢者に対するごみの搬

出ルールや方法を見直

す時期では。

武豊町の玄関口として

武豊町内の良さが分か

りやすいインター周辺

にしていただきたい。

▲地域で助け合おう

▲ IC南側より一部

個
人
質
問

政和クラブ
南　　賢　治
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きずな
青木　信哉

Q
食
育
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

Ａ
地
場
産
物
の
活
用
や
郷
土
料

理
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に
よ
り
給
食

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
児

童
生
徒
が
正
し
い
食
事
の
あ
り

方
や
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に

つ
け
、
食
事
を
通
じ
て
自
ら
の

健
康
管
理
が
で
き
る
よ
う
、
栄

養
教
諭
を
中
心
に
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

Q
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応

は
。

Ａ
児
童
生
徒
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る

た
め
、
令
和
３
年
度
「
武
豊
町

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
委
員

会
」
を
設
置
し
た
。
学
校
、
給

食
セ
ン
タ
ー
、
教
育
委
員
会
が

連
携
し
、
専
門
医
な
ど
の
協
力

も
得
な
が
ら
、
細
心
の
注
意
を

払
い
、
対
応
し
て
い
く
。

Q
昨
年
か
ら
続
く
食
品
価
格
上

昇
へ
の
対
応
は
。

Ａ
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
令
和
５
年
度
の
学

校
給
食
の
材
料
費
の
価
格
上
昇

分
は
、
町
の
負
担
に
て
、
対
応

す
る
。

Q

新
し
い
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
目
指
す
べ
き
姿
は
。

Ａ
食
育
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
な
ど
、
現
在
の
課
題
に
対
応

し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
し

た
い
。
建
て
替
え
に
よ
る
ハ
ー

ド
面
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
食

育
の
推
進
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
に

つ
い
て
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
。

Q これからの学校給食は

A  新給食センターで課題に対応

令和８年９月、東大高

保育園跡地に、新しい

学校給食センターが開

設されます。

Q
本
町
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
の
特
徴
は
。

Ａ
平
成
29
年
度
の
状
況
で
、
産

業
部
門
が
多
く
を
占
め
76
％
、

運
輸
部
門
が
11
％
、
家
庭
部
門

が
７
％
、
業
務
そ
の
他
部
門
が

５
％
。

Q
令
和
５
年
度
に
計
画
し
て
い

る
施
策
は
何
か
。

Ａ
新
規
事
業
と
し
て
「
地
域
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
」

策
定
と
砂
川
会
館
に
太
陽
光
発

電
設
備
の
導
入
の
実
施
設
計
を

委
託
す
る
。
継
続
事
業
と
し
て

「
住
宅
用
地
球
温
暖
化
対
策
設
備

設
置
費
補
助
金
制
度
」
「
次
世

代
自
動
車
購
入
費
補
助
金
制
度
」

を
実
施
。
そ
の
他
、
子
ど
も
と

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
環
境
に

関
す
る
研
修
と
啓
発
の
開
催
、

公
用
車
１
台
を
Ｅ
Ｖ
車
へ
更
新
、

図
書
館
の
全
館
と
富
貴
中
学
校

お
よ
び
町
民
会
館
の
一
部
の
照

明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
。

Q
住
民
が
楽
し
ん
で
取
り
組
め

る
よ
う
な
施
策
は
あ
る
か
。

Ａ
「
あ
い
ち
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
・

ポ
イ
ン
ト
」
事
業
が
あ
り
、
県

内
の
店
舗
で
環
境
に
配
慮
し
た

行
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
ポ
イ

ン
ト
を
集
め
、
抽
選
に
よ
り
賞

品
が
も
ら
え
る
事
業
が
あ
る
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取

り
組
み
は
、
家
計
支
出
を
減
ら

す
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ

Ｒ
し
て
欲
し
い
。

Q 武豊町のＣＯ2 削減目標は

A  ２０１３年度比４４％削減

ＣＯ2削減目標達成に

は排出量の多い、企業

の協力が必須である。

▲住まいでできるCO2削減行動

▲武豊たまりを使ったきしめん

個
人
質
問

政和クラブ
石川　義治
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　最近では木材の高騰など、文化財の修

繕にも多額の費用がかかる。長期にわた

り文化財を保存していくためにも「文化

財補助金交付要綱」を見直す必要がある

と思うが考えは。（令和４年９月議会）

　改正から15年が経過し、物価も大きく

変動しており、文化財を保護・保存して

いく立場としても、要綱を見直す時期に

来ていると考えている。

Q

A

未来に残すべき貴重な財産

町指定文化財に指定された「三井家住宅」とは
　三井傳左衛門家は代々、尾張藩鳴海代官所直轄地で

ある長尾村の庄屋を務め、文政５年（1822）には永代

苗字と刀を賜り、登城を許されました。屋敷内には、

尾張地方の民家の特徴である四つ建て形式の「主屋」

を中心に「奥座敷」「南土蔵」「北土蔵」「表門」など

が建てられています。

そ 

の 

後

Q
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
役
割
は
。

Ａ
子
育
て
世
帯
や
妊
産
婦
の
相

談
窓
口
で
あ
り
、
保
健
師
、
保

育
士
が
２
か
所
で
相
談
支
援
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
も
開
始

し
た
。

　

法
改
正
に
よ
る
令
和
６
年
度

以
降
の
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

設
置
に
向
け
、
支
援
体
制
の
見

直
し
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

Q
児
童
ク
ラ
ブ
の
役
割
と
今
後

の
需
要
と
対
応
は
。

Ａ
共
働
き
家
庭
な
ど
の
小
学
生

を
放
課
後
児
童
支
援
員
が
預
か

る
事
業
で
、
利
用
者
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
対
応
策

と
し
て
、
富
貴
、
衣
浦
両
児
童

ク
ラ
ブ
の
定
員
増
を
予
定
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
の
協
力

が
得
ら
れ
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
活
動
を
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
子
ど
も
会
加
入
者
の
減
少
に

つ
い
て
原
因
と
対
応
策
は
。

Ａ
少
子
化
に
加
え
、
子
ど
も
と

保
護
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変

化
が
原
因
と
考
え
て
い
る
。
運

営
費
の
一
部
助
成
や
チ
ラ
シ
配

布
で
減
少
の
歯
止
め
に
協
力
し

た
い
。「
お
い
で
ん
北
山
」
や
、

「
わ
い
わ
い
子
ど
も
広
場
in
大

足
」
な
ど
の
取
り
組
み
は
、様
々

な
年
齢
層
と
交
流
で
き
、
子
ど

も
会
に
代
わ
る
受
け
皿
の
一
つ

と
し
て
参
考
に
な
る
。

Q 共働き世帯が望む支援とは

A  安心できる子どもの預け場所

女性の就労世帯増の対

応や、子どもの生活ス

タイルの変化に伴う対

応策を問うた。

▲富貴児童クラブの様子

個
人
質
問

みらい
久　野　　勇

武豊町文化財補助金交付要綱（一部抜粋）
　有形文化財保存施設整備事業

　　旧交付要綱　補助対象経費の２分の１以内

　　　　　　　　限度額　４７５万円

　　
令和５年

　　　　　　⬇
　　新交付要綱　補助対象経費の３分の２以内

　　　　　　　　限度額　７５０万円

※三井家住宅や山車など町指定文化財の修繕が対象

その後
どうなった?
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議
会
た
け
と
よ

N
o.183

▶議員の想いを

　みなさまに届けます

みなさまに知っていただきたい内容をピック
アップし、写真やイラストを多く使って、見
やすくわかりやすく掲載しています。

▶よりたくさんの方の手に！

プールなどまちの各施設への設置を始めました。
また、広報への挟み込みをし、コンビニや金融機関、
ゆめころんバスなどにも置きました。

▶進化し続ける議会だより

「読みやすく！わかりやすく！手に取りやす
く！」を基本方針として、視察や研修会で学
んだことを委員会で話し合い、紙面づくりを
進めていきます。

発
行

／
愛

知
県

武
豊

町
議

会
　

編
集

／
議

会
だ

よ
り

特
別

委
員

会
住

所
／

〒
470-2392 愛

知
県

知
多

郡
武

豊
町

字
長

尾
山

2番
地

電
話

／（
0569）72-1111　

FAX／（
0569）72-1671

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

／
http://w

w
w

.tow
n.taketoyo.lg.jp/

印
刷

／
誠

進
社

2023年
5月

1日
発

行
愛

知
県

武
豊

町
議

会
令

和
5年

3月
定

例
会

見
や

す
く

て
よ

み
ま

ち
が

い
に

く
い

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

フ
ォ

ン
ト

を
採

用
し

て
い

ま
す

。

R3
May.

R5
Apr.

議会だより特別委員会
２年のあゆみ

次回、臨時号は改選後のメンバーで６月１日発行予定です

▶議会への意見・感想はこちらへ
みなさんのご意見を気軽にお聞かせください。

郵送、電話、メール、ホームページから受付して

おります。

〒470-2392　武豊町字長尾山２番地
☎ 0569−72−1111（内線208）

gikai@town.taketoyo.lg.jp
ホームページはこちらから→ 

議会へのご意見をいただきました！

・写真が多くなり以前より見やすい。
・広報をコンビニへ取りに行った時、議会だよりが挟まれ
　ていていいアイディアだと思った。
・議員活動を知るいい機会なのでなるべく目を通すように
　している。　　　　　　　　　　　　　　　※一部抜粋

ありがとうございます！


